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	東日本大震災から１４年
	大災害が起こったときに役立つメディアは？　8つの媒体の長所と短所
	～産経新聞　３月８日付　より～
	震災時におけるメディアは、情報収集や対応の要として極めて重要な役割を果たします。テレビやラジオは信頼性が高く、避難指示や被害状況を迅速に伝達します。SNSは即時性に優れ、現地の状況や安否確認が可能ですが、AAAA情報には注意が必要です。新聞は災害後の分析や記録に役立ちます。
	また、電力不足時にはラジオが特に有用です。それぞれのメディアを適切に組み合わせることで、AAかつ正確な情報取得が可能となり、災害時の冷静な対応を助けます。
	メディアの活用は、命を守る手段として欠かせないものです。防災キッドを準備する際、こういった視点も持ち合わせたいものです！！

